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時
代
を
読
み
解
くシリ

ー
ズ

防

研

セ

ミ

ナ

ー

　１９７７（昭和�）年生まれ、岡山県出身。防衛大学校国際

関係論学科卒（�期）。高射運用幕僚。上智大学大学院グ

ローバル・スタディーズ研究科博士前期課程で修士

（国際関係論）取得。第４高射群（岐阜）、防大防衛学教

育学群准教授、航空支援集団司令部（府中）、空自幹部

学校（目黒）などを経て、２０２３年２月から現職。専門は近

代日本軍事史。主な論文に「日中戦争期日本陸軍の宣

撫工作と映画交流―民心獲得のための活動として―」

『軍事史学』第�巻第２号（�年９月）、「日中戦争に

おける蒋介石の戦略形成と重心移行」『エア・アンド・

スペースパワー研究』第８号（�年�月）などがある。

テーマをさらに深掘り

「防研セミナーブリーフィング」

　執筆者の工藤所員が今回

のテーマをさらに深掘りし

て解説し、防衛省職員と突

っ込んだ議論を行う「防研

セミナーブリーフィング」

が４月�日（月）午後３時

～４時まで、市ヶ谷のＦ１

棟６階「国際会議場」で開

かれます。参加者・聴講者

は隊員に限定します。ご興

味ある方は奮ってご参加く

ださい。▽問い合わせ＝防

研企画調整課�―３２６８―３１

１１（内線２９１７７）まで。

航

空

分

野

の

官

民

連

携

の

戦

前

史

へ

　

２

０

２

２

年

に

閣

議

決

定

さ

れ

た

「

国

家

防

衛

戦

略

」

で

は

、

有

事

も

念

頭

に

置

い

た

対

応

能

力

の

強

化

の

一

環

と

し

て

国

民

保

護

な

ど

に

お

け

る

民

間

航

空

と

の

連

携

が

う

た

わ

れ

て

い

る

。

あ

ま

り

知

ら

れ

て

い

な

い

が

、

類

似

の

施

策

は

戦

前

の

日

本

も

行

っ

て

お

り

、

満

州

事

変

、

日

中

戦

争

、

太

平

洋

戦

争

で

は

、

日

本

政

府

や

軍

が

民

間

航

空

と

連

携

し

て

事

に

当

た

っ

た

。

　

そ

の

実

態

は

ど

の

よ

う

な

も

の

で

あ

っ

た

の

か

―

―

。

こ

こ

で

は

戦

前

の

日

本

政

府

・

軍

と

民

間

航

空

の

連

携

に

つ

い

て

歴

史

を

ひ

も

と

い

て

み

る

。

戦

線

拡

大

で

拡

充

民

間

に

軍

事

輸

送

　

１

９

３

１

年

に

満

州

事

変

が

勃

発

す

る

と

、

瞬

く

間

に

そ

の

戦

線

は

広

が

っ

て

い

っ

た

。

戦

線

の

拡

大

に

よ

っ

て

、

日

本

は

連

絡

輸

送

に

支

障

を

来

す

よ

う

に

な

っ

た

。

満

州

が

広

大

で

あ

り

、

交

通

網

が

未

発

達

で

あ

っ

た

た

め

だ

。

そ

こ

で

日

本

陸

軍

は

、

民

間

航

空

会

社

「

日

本

航

空

輸

送

株

式

会

社

」

（

以

下

、

日

本

航

空

）

に

満

州

に

お

け

る

軍

事

航

空

輸

送

を

要

請

し

た

。

　

や

が

て

日

本

が

満

州

の

ほ

ぼ

全

土

を

勢

力

圏

に

組

み

込

む

と

、

満

州

の

航

空

交

通

網

を

維

持

す

る

た

め

に

多

く

の

日

本

航

空

機

が

投

入

さ

れ

た

。

日

本

国

内

の

飛

行

機

が

満

州

に

投

入

さ

れ

た

た

め

、

日

本

国

内

で

は

、

民

需

の

航

空

機

が

不

足

す

る

よ

う

に

な

っ

た

。

　

他

方

、

日

本

陸

軍

は

ソ

連

を

仮

想

敵

国

と

し

て

い

た

た

め

、

満

ソ

国

境

地

帯

へ

の

迅

速

な

連

絡

輸

送

が

必

須

だ

っ

た

。

そ

こ

で

日

本

陸

軍

と

日

本

航

空

が

協

議

し

、

１

９

３

２

年

に

民

間

航

空

会

社

「

満

州

航

空

株

式

会

社

」

を

設

立

し

た

。

　

１

９

３

７

年

か

ら

戦

わ

れ

た

日

中

戦

争

で

も

、

日

本

軍

は

連

絡

輸

送

に

苦

慮

し

た

。

中

国

に

お

け

る

日

本

の

占

領

地

で

は

、

抗

日

運

動

が

活

発

で

あ

っ

た

た

め

治

安

は

劣

悪

で

、

地

上

の

交

通

輸

送

網

の

建

設

も

困

難

な

ほ

ど

で

あ

っ

た

た

め

だ

。

　

そ

の

た

め

、

迅

速

か

つ

安

全

に

連

絡

輸

送

す

る

手

段

と

し

て

民

間

航

空

が

活

躍

し

た

。

そ

の

結

果

、

多

く

の

民

間

航

空

機

が

戦

争

に

投

入

さ

れ

、

再

び

民

需

が

ひ

っ

迫

し

た

。

こ

の

航

空

事

情

に

日

本

政

府

は

、

解

決

策

を

打

ち

出

し

た

。

そ

れ

は

日

本

国

内

で

は

航

空

会

社

を

統

合

・

拡

大

し

、

中

国

の

占

領

地

で

は

新

た

な

民

間

航

空

会

社

を

設

立

す

る

と

い

う

も

の

だ

っ

た

。

　

１

９

３

８

年

末

、

日

本

航

空

を

母

体

と

す

る

「

大

日

本

航

空

株

式

会

社

」

（

以

下

、

大

日

本

航

空

）

と

「

中

華

航

空

株

式

会

社

」

が

設

立

さ

れ

た

。

日

本

、

満

州

、

中

国

に

民

間

航

空

会

社

３

社

が

で

き

、

航

空

輸

送

の

供

給

力

は

向

上

し

た

。

　

し

か

し

、

こ

の

頃

に

は

戦

況

が

落

ち

着

き

、

航

空

輸

送

の

軍

需

は

減

少

し

て

い

た

。

一

方

で

、

事

態

の

急

変

に

備

え

、

航

空

路

は

維

持

し

て

お

か

な

く

て

は

な

ら

な

か

っ

た

。

そ

こ

で

日

本

は

、

後

方

地

域

の

軍

事

航

空

便

を

民

需

の

航

空

便

に

変

え

て

運

航

す

る

こ

と

で

、

そ

の

航

空

路

を

維

持

し

た

。

民

間

か

ら

人

員

等

徴

用

し

部

隊

編

成

　

満

州

事

変

と

日

中

戦

争

で

民

間

航

空

と

連

携

し

て

事

に

当

た

っ

て

き

た

日

本

は

、

少

な

か

ら

ず

教

訓

を

得

て

い

た

よ

う

だ

。

軍

に

は

軍

の

、

民

に

は

民

の

事

情

が

あ

る

中

で

、

ど

の

よ

う

に

民

間

航

空

と

連

携

す

べ

き

な

の

か

。

　

陸

海

軍

の

答

え

は

、

１

９

４

１

年

７

月

に

定

め

ら

れ

た

「

大

日

本

航

空

非

常

時

運

航

体

制

」

で

示

さ

れ

た

。

そ

れ

は

、

非

常

時

に

は

民

間

航

空

か

ら

徴

用

し

た

人

員

機

材

で

航

空

輸

送

部

隊

を

編

成

し

、

軍

の

指

揮

下

に

入

れ

る

と

い

う

も

の

だ

っ

た

。

民

需

軍

需

を

分

離

す

れ

ば

、

最

低

限

の

民

需

と

軍

需

を

満

た

す

こ

と

が

で

き

る

と

考

え

ら

れ

た

の

だ

ろ

う

。

　

同

年

�

月

８

日

、

日

本

は

英

米

蘭

に

対

し

て

宣

戦

を

布

告

し

、

南

方

作

戦

を

開

始

し

た

。

陸

軍

で

は

２

個

の

「

特

設

輸

送

飛

行

隊

」

が

編

成

さ

れ

、

陸

軍

に

随

行

し

て

連

絡

輸

送

を

担

っ

た

。

海

軍

で

も

６

個

の

「

徴

傭

輸

送

機

隊

」

が

編

成

さ

れ

、

占

領

後

に

現

地

に

投

入

さ

れ

連

絡

輸

送

を

担

っ

た

。

陸

軍

と

海

軍

が

、

民

間

航

空

機

部

隊

を

別

に

編

制

し

た

が

、

緒

戦

で

は

そ

の

体

制

に

問

題

は

な

い

よ

う

だ

っ

た

。

　

と

こ

ろ

が

、

１

９

４

２

年

末

、

ニ

ュ

ー

ギ

ニ

ア

方

面

か

ら

連

合

国

軍

の

反

攻

が

始

ま

り

、

消

耗

戦

の

様

相

を

呈

す

る

よ

う

に

な

る

と

問

題

が

表

出

し

た

。

大

量

の

人

員

物

資

を

前

線

に

送

り

込

ま

な

く

て

は

な

ら

な

く

な

っ

た

日

本

は

、

航

空

輸

送

の

効

率

化

を

目

指

し

た

。

陸

軍

は

、

特

設

輸

送

飛

行

隊

を

統

合

し

た

「

南

方

航

空

輸

送

部

」

を

、

海

軍

は

各

徴

傭

輸

送

機

隊

を

統

制

す

る

「

南

西

方

面

海

軍

徴

傭

航

空

輸

送

部

」

を

新

設

し

た

。

陸

海

軍

の

確

執

で

効

率

化

が

進

ま

ず

　

し

か

し

、

そ

の

効

果

は

、

期

待

さ

れ

た

ほ

ど

上

が

ら

な

か

っ

た

。

陸

海

軍

に

と

っ

て

航

空

輸

送

の

効

率

化

が

組

織

の

一

元

化

を

意

味

す

る

以

上

、

さ

ら

な

る

効

率

化

へ

の

道

は

陸

海

軍

の

民

間

航

空

部

隊

の

統

合

で

あ

っ

た

だ

ろ

う

。

し

か

し

、

同

じ

民

間

航

空

会

社

か

ら

徴

用

さ

れ

た

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

そ

れ

ら

陸

海

軍

の

民

間

航

空

機

部

隊

は

統

合

さ

れ

な

か

っ

た

。

　

そ

の

理

由

は

、

戦

前

に

お

け

る

日

本

陸

海

軍

の

確

執

と

は

無

縁

で

は

な

か

っ

た

だ

ろ

う

。

ニ

ュ

ー

ギ

ニ

ア

で

の

戦

い

以

降

、

戦

況

は

日

本

の

劣

勢

に

傾

き

、

次

々

と

日

本

の

南

方

拠

点

が

失

わ

れ

て

い

っ

た

。

そ

の

度

に

、

南

方

占

領

地

の

航

空

交

通

網

は

縮

小

を

続

け

た

が

、

終

戦

ま

で

陸

海

軍

そ

れ

ぞ

れ

の

民

間

航

空

機

部

隊

の

体

制

が

変

わ

る

こ

と

は

な

か

っ

た

。

　

満

州

事

変

、

日

中

戦

争

で

は

、

軍

民

共

に

そ

れ

ぞ

れ

の

事

情

が

あ

る

中

で

ど

の

よ

う

に

連

携

す

る

か

が

問

題

で

あ

っ

た

。

そ

こ

で

太

平

洋

戦

争

に

お

け

る

軍

は

、

民

間

航

空

か

ら

徴

用

し

た

人

員

機

材

を

指

揮

下

に

入

れ

る

こ

と

で

軍

需

民

需

を

分

離

し

た

。

　

し

か

し

、

民

間

航

空

か

ら

す

る

と

、

そ

う

し

て

軍

に

取

り

込

ま

れ

る

こ

と

は

、

民

間

航

空

な

ら

で

は

の

長

所

を

失

う

こ

と

を

意

味

し

た

の

で

あ

る

。

　

翻

っ

て

現

代

に

お

い

て

我

々

は

、

こ

う

し

た

教

訓

を

踏

ま

え

て

官

民

連

携

の

あ

り

方

を

模

索

し

て

い

く

べ

き

で

あ

ろ

う

。


